
分野 05. チーム医療の推進

●ロジックモデル

指標番号 指標番号

05-
M01

05-
M02

05-
F02

05-
M03

05-
M04

05-
M05

05-
M06

05-
F01

副作用の予測ができ
ている患者の割合

キャンサーボードが開
催され、患者に応じた
医療が提供されている

チーム医療体制が整
備され、医療従事者間
の連携が強化されて
いる

副作用・合併症・後遺
症により、患者とその
家族の生活の質が低
下していない

全人的なｻﾎﾟｰﾄを行う
「トータルケア」の提供
が受けられている

医療者間で情報共有
されていた患者の割合

主治医以外に相談し
やすいスタッフがいた
患者の割合

治療に納得している患
者の割合

キャンサーボードで治
療方針が決定された
割合

キャンサーボード開催
数

リハビリテーションを受
けた患者の割合

支持療法を受けた患
者の割合

施策を
記入する

施策 中間アウトカム 指標 最終アウトカム 指標

施策を
記入する

施策を
記入する

施策を
記入する

NPOがん政策サミット版「いいとこ取り」ロジックモデル  05. チーム医療の推進/1



●指標リスト

指標番号 SPO

05-
F01

O

05-
F02

O

05-
M01

P

05-
M02

P

05-
M03

P

05-
M04

P

05-
M05

P

05-
M06

P

副作用の予測がで
きている患者の割合

「治療による副作用の予測などに関し
て見通しを持てた」に対し「とても/ある
程度そう思う」と回答した患者の割合

支持療法を受けた
患者の割合

拠点病院において支持療法に関する
標準診療を実施された患者の割合

医療者間で情報共
有されていた患者の
割合

「あなた（患者さん）のことに関して治療に関
係する医療スタッフ間で十分に情報が共有
されていた」に対し「とても/ある程度そう思
う」と回答した患者の割合

主治医以外に相談
しやすいスタッフが
いた患者の割合

「主治医以外にも相談しやすいｽﾀｯﾌが
いた」に対し「とても/ある程度そう思
う」と回答した患者の割合

キャンサーボードで
治療方針が決定さ
れた割合

がんと初めて診断された患者のうちの
ｷｬﾝｻｰﾎﾞｰﾄで治療方針が決定された
割合

キャンサーボード開
催数

1拠点病院あたりのキャンサーボード
開催数

リハビリテーションを
受けた患者の割合

がん患者リハビリテーション料・標準化
レセプト出現比（NDB-SCR）

厚生労働省患者体験調査　成人問
20-7

厚生労働省患者体験調査　成人問
20-10

情報源 現状値 目標値指標名 指標内容

治療に納得している
患者の割合

「これまでの治療に納得している」に対
し「とても/ある程度そう思う」と回答し
た患者の割合

厚生労働省患者体験調査　成人問
20-2

厚生労働省患者体験調査　成人問
20-9

―

―

がん対策地域別データ集、NDB-SCR表、
149 （内閣府、医療提供状況の地域差、
NDB-SCR）

―
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